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表１  質問紙の構成 
Ⅰ 職業選択・決定についての価値観 
 A． 職業選択は人生において価値が大きい 
 B． 職業選択は納得いく判断が大切 
 C． 職業は運による 
 D. 就職についての話題が気になる 
 E． 何をしたいかわからない為自分を見つめ直し決めたい 




























 A． 就職先がある 
B． 人とのふれあいを得たい 
C．  人々の健康に貢献したい 
D．  経済的余裕を得たい 
  E． 新しい知識を得たい 












項目 A B C D E F 
得点 4.6 4.5 2.4 3.8 2.8 1.6
図 1　Ⅰ職業選択・決定について(ｎ=117人 )




















































項目 A B C D E F 
得点 3.7 3.7 3.6 34 2.0 1.4
 
図2　Ⅱ1　医療・看護に対する関心（n=117人）
































































項目 A B C D E F 

























































































意見は 82%である。約 7 割が医療職に限定し、医療職
項目 A B C D E F 





























































































項目 A B C D E F 






















































表７ 人としての資質          ｎ=91(人) 
要素 エピソー ド 1年 2年 3年 4年 
優しい 1 5 3 1 
思いやりがある優しさ 1  2 
厳しい優しさ   1 




意志の強い優しい人。   1 
親しみやすい     1 1 1  
好かれる 1 1  
フレンドリー  1  
距離感を感じさせない 1  1 
話しかけやすい   1 





楽しく話している   1 
明るい 2   1 
ハキハキしている。 1   
笑顔 1 2 4 5 




生き甲斐を感じている 1   
てきぱき仕事ができる 1  1 
キビキビ仕事のできる 1   
疲れを見せない人 1   
良く気がつく 1   
感情に左右されない  1  1 






時間をうまくやりくりする  2 











































表８ 専門職者としての知識・技術・判断・質のよいケア  ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
幅広い知識 2  2 1
正しい知識   1 3 3
最良の看護を行える知識  1  1





医学的知識    1
技術 1   1 1
優れたケアの技術   1 3 3




ニーズに答えられる技術       2
客観的な観察力  1 1  
注意力がある     1   




小さな可能性も見逃さない     1   
もの事を理論的に考える       1
統合的なアセスメント能力       1
 
思考力 
がある 看護過程を展開する能力     1   
判断力 1 1 1  
臨機応変に対応できる     2   
 
判断力
がある 機械的に判断しない   1  
医療的知識から科学的看護    1     
キュアだけでなくケアもできる    1   





目的を明確にした意図的ケア      1
 合計 4 6 20 21
        
表９ 細やかなケア           ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
１人１人にあった看護 1 1     
よりよいケア   1 1   
主体的に看護を展開する   1  





最優先とするサービス       1
自立を助けられるケア   1     自立への
ケア 元の生活に早く戻れるケア  1  
ベッドサイド環境を整える   1   
指導するのが上手       1
 
具体的 
ケア ベッドサイドに行く時間が多い   1 1
  合計 1 3 5 4
 
表10 家族・他職種との連携       ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
患者と医療者の橋渡し役割 1       
他職種とコミュニケー ションを大事にする  1     





職種間に自分の意見を伝える       1
患者家族を中心とする       1家族を
視野 患者様・家族に向き合う       1
  合計 1 1 0 5
    
表11 安  寧             ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
患者・他職種から信頼される 1   1   
患者から信頼される   2   3





信頼のおける人間性     1   
患者様に安心感を与える 1   1 1
患者・家族に安心感を与える   1  
患者様の心を理解     1 2





状態にいつも目を配れる       1
患者様の心の支えになる 1       
患者様の心のケア  1  1 1
患者・家族の思いを察した配慮   1   





患者様の心に寄り添う       1
自分事を真剣に考えてくれる   1   
なんでも相談に乗ってくれる  1  
 
親身に 
なる 親身になって接する       2








































表12 他者への尊敬           ｎ=91(人) 
要素      エピソード １年 2年 3年 4年
丁寧な話し方 2 1   1
温かい     1   
関わる
姿勢 
人の痛みがわかる     2   
患者に対して共感的  2  3向き合
う姿勢 人と人、１対１で向きあう   1     
話を良く聴いてくれる     5 1
話を聴きしっかりと受け止める   1 1
受け止
める 
姿勢 傾聴       2
  合計 2 4 9 8
 
表 13 看護職としての資質       ｎ=91(人) 
 要素       エピソード 1年 2年 3年 4年
自分に満足せず勉強する 1    
自分に満足せず成長し続ける  1       
日々新しい知識を得る  1  3





自己を高める    2
看護について自分の考え持
つ 
  1 1   
仕事に責任を持つ     4 1





看護にやり甲斐を感じる     2   
人間性が豊か       2
感受性が豊か    1




人間性と理性を合わせ持つ    1
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